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■函館山夜景魅力度向上事業（Ｒ６～）

Ｒ６取り組み
①山頂の回遊性を高める実証実験

混雑する山頂展望台以外のスポットで夜景を
楽しんでもらうためにライトアップで演出

 ‣ 回遊性が高いモデル…トマム雲海テラス

Ｒ７取り組み

①Ｒ６取り組みの継続実施

山頂展望台以外のスポットを
ライトアップ（3エリア）で演出

②山頂整備に向けた調査

市管理の漁火公園などで
現況測量調査・地質調査を実施予定

 ‣ 実施期間：R7.9月～R8.3月

■オーバーツーリズム対策事業（Ｒ６～）

Ｒ６取り組み

①函館山混雑状況配信システムの導入

函館山の主要スポットにカメラを設置し，
ネットやデジタルサイネージで混雑状況を配信

⇒ R7.5月 5.2万アクセス（同月RW利用者8.3万人）

Ｒ７取り組み

①配信システムの機能拡張

周辺のライトアップ施設や飲食店など
混雑時の他の選択肢を追加

②来場客への混雑状況発信

混雑状況や待ち時間などを表示する
ＬＥＤビジョンをＲＷ山麓駅等に整備

③八幡坂でのマナー啓発

外国人観光客が多い冬季に向けて
旅行者のマナー啓発を促す巡回を実施
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■湯の川温泉の再興（Ｒ７～）

現状・課題

・北海道三大温泉郷のひとつに数えられる名湯で，眺望と新鮮な海産物が人気の温泉地
・団体向けの客室が多く，個人ニーズへの対応に遅れ

⇒ 利用客数が伸び悩んでいる状況

■グレーター函館（広域連携）の推進

魅力の掘り起こし

リブランディングコンセプト(温泉＝源泉回帰)
・歴史と伝統，高温の泉質
・独特のロケーション，アクセスの良さ

取り組み

コンセプトに合った

・ショート動画の配信
・コンテンツ拡充

広域観光連携

①新函館北斗駅広域観光推進協議会
・周遊パスの企画・販売（Ｒ６販売枚数：4,645枚）
・ＪＲ仙台駅でのプロモーションおよびエージェント訪問
の実施

②道内外の自治体等との連携
・首都圏等でのプロモーション
・キャラクターを活用した観光キャンペーン

⇒ 周遊観光を促進し，宿泊数の増加を図る。
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湯の川地区活性化推進事業（R2-R11）

【主な整備】
ポケットパーク改修・シンボル看板設置
サクラ植樹・デザイン照明灯設置
歩道拡幅・ベンチ設置・歴史説明板設置

事業目標
●市民と観光客がともに集い，様々な交流や賑わいが生まれる
●観光客の満足度が極めて高く，おもてなしに溢れる
●海外からの観光客も安心して快適に楽しめる

湯の川地区の再興に向け
整備を推進中

8



キーワード 景観・街並み 部局 都市建設部

取組内容

グループ協議用資料［都市ブランド・観光］ 令和７年度 第１回函館市政策アドバイザー意見交換会資料

・異国情緒豊かな町並みの形成

・函館独自の文化の発達

・昭和６３年景観条例制定

・歴史的建造物の指定

・所有者への支援制度の創設

・コミュニティの希薄化

・歴史的建造物の空き家化

・地区の活力低下

・共創によるコミュニティの形成

・歴史的建造物の活用

・地区の活性化

・地区の魅力発信，関係人口増加のためのイベント開催

・歴史的建造物のリノベーション

・事業者のマッチング

・民間事業者が主体となるイベントの開催

・歴史的建造物の活用を促す支援制度の拡充

・民間事業者による事業の推進（ソフト・ハード）

地域の歴史と文化を未来へ紡ぎ，居住と観光が融合した持続可能なまちづくり

歴史的資源を活かしたまちづくり

「箱館真景」1868年(明治元年･慶応4年）著者/明細堂

交流人口

関係人口

定住人口

⑥ 民間事業者の関与を促進

⑤ まちづくり会社の設立

④ 西部地区再整備事業基本方針の策定

③ 人口減少，空き家･空き地の増加

② 歴史的な町並み景観の保存

①安政6年(1859年)箱館開港
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移住

主な取り組み

〇 移住サポーター（先輩移住者）による相談対応，情報発信
〇 移住者と地域住民等が集う移住者サロンの開催
〇 お試し移住事業
○ 移住支援金
〇 地域おこし協力隊制度の活用
○ 移住サポートセンター（ワンストップ窓口）の設置

これまでの取り組みの例

関係人口
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これまでも関係人口に関する取組はあったが，統一的な視点では捉えてこなかった。

今後は「函館市人口減少対策本部」のもと施策を再整理し進化させる。

〇 マラソン等スポーツイベント開催・支援 〇 各種スポーツ合宿の誘致
〇 市営競輪事業の推進（関係者との連携等）
〇 芸術ホール・市民会館等での音楽・演劇関係者等の招聘
〇 大学・高専等との研究・実証連携 〇 ふるさと納税寄附者への継続的な情報発信
〇 本市出身者等とのつながり醸成（ＵＩターン促進・同窓会との連携）
〇 ワーケーション受入促進 〇 企業誘致関連視察・外部人材の受入支援
〇 旅行会社等ファムトリップ受入 〇 映像制作・ロケ支援（フィルムコミッション）
〇 コンテンツツーリズムの促進（ロケ地ＰＲ・作品との連動等）
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